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自治基本条例とまちづくり⑰

【講演会の内容　　講師：高崎経済大学　櫻井常矢氏】
　高齢化、人口急減など地域の課題が多様化、深刻化し、地域で地域のくらしを支
えることが求められています。地域のくらしを支えることは、地域づくりであり、
地域づくりは、地域の課題を解決することです。
　地域づくりのプロセスで大切なことは、地域の人々の話し合いにより合意形成を
すること。話し合いをとおして、地域の課題や解決の方法を共有しながら地域課題
を解決していくことが地域づくりです。「どんな地域にしたいか」「何のための活動な
のか」など目標や将来像を地域で話し合って共有しましょう。

　講演会をきっかけに、勝幡地区コミュニティ推進協議会で勝幡学区の地域づくりの話し合いが始まりま
した。地域の目指すべき姿を考えるため、地域の方が集まって、月１回程度、地域の魅力や課題を出し合っ
ています。地域には、様々な魅力や課題があります。地域の将来像や課題について、地域で話し合ってみ
ませんか。

今回は、１２月に開催した「地域づくりと協働の講演会」の内容と勝幡地区
コミュニティ推進協議会で始まった地域づくりについてご紹介します。

問　市民協働課　☎（55）7113
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２
０
２
１
年
は
東
日
本
大
震
災（
２
０

１
１
年
）か
ら
10
年
で
す
。
東
日
本
大
震

災
の
時
に
も
人
々
の
価
値
観
が
変
わ
り
ま

し
た
が
、
昨
年（
２
０
２
０
年
）コ
ロ
ナ
禍

が
起
き
る
と
は
想
像
で
き
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
文
化
に
つ
い
て

深
く
考
え
る
良
い
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま

し
た
。
日
本
人
の
生
活
、
そ
の
文
化
は
四

季
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
は
愛あ
い
菜さ
い
の
四
季
を
訪
ね
ま
す
。

　
春（
４
月
）は
、
ほ
と
ん
ど
の
植
物
が
芽

吹
き
の
季
節
で
す
。
こ
の
時
期
の
花
と
い

え
ば
桜
で
し
ょ
う
。
桜
は
梅
、
そ
し
て
、

李（
す
も
も
・
酢
桃
）や
桃
と
同
じ
バ
ラ
科
、

李
も
桃
も
桃
の
内
で
す
。
桜
は
日
本
原
産

の
品
種
が
多
く
、
染そ
め

井い

吉よ
し

野の

に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
花
を
愛
で
る
た
め
に
品
種
改
良

も
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
食
用
に

な
る
と
チ
ェ
リ
ー
、さ
く
ら
ん
ぼ（
桜お
う
桃と
う
）。

こ
ち
ら
は
海
外
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
品
種

で
、
大
昔
に
中
国
か
ら
伝
来
し
た
桃
や
梅

と
比
較
す
る
と
新
し
い（
江
戸
時
代
末
期

以
降
）品
種
の
よ
う
で
す
。

　
さ
て
、
ア
メ
リ
カ
移
民
の
先
鞭
と
な
り
、

丸
島
コ
ロ
ン
ブ
ス
と
し
て
知
ら
れ
る
山
田

芳
男
氏
ら
は
、
帰
国
後
、
桃
の
栽
培
を
始

め
た
と
伝
わ
り
ま
す
。
伊
勢
湾
台
風
で
壊

滅
的
な
被
害
が
出
る
ま
で
は
、
多
く
の
農

家
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
、
今
で
も

桃
や
梅
の
樹
を
見
か
け
ま
す
。
た
だ
、
地

球
温
暖
化
で
花
期
が
早
く
な
っ
て
、
広
報

が
配
ら
れ
る
頃
に
は
、
小
さ
な
実
が
な
っ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

問　市観光協会　☎（55）9993
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河津桜 李（すもも） 桜桃（サクランボ）

地域の魅力、課題を出し合いまとめています 各グループの意見を共有しています

広報あいさい　2021. 419




